
第
194
号

発　行　所
一般社団法人　東京滋賀県人会

東京都中央区東日本橋3−6−20−205
電　話　03（3661）1180　郵便振替　00180−4−26966
ＦＡＸ　03（3661）5058

発行日　令和元年8月1日

発行人　静永純一

比叡山坂本ケーブルは、全長2025mの日本一長いケーブルカーです。ケーブルカーには珍しい中間駅があります。
ほうらい丘駅と、もたて山駅です。乗降客がなければ通過です。夏「一味違う回遊ルート」を味わってみませんか。

ご挨拶 ……………… 2

ご案内／ご報告 ……………… 3

トピックス ……………… 4 〜 5
県人会の活動
　AKINDO塾 ……………… 6 〜 7
　大使館表敬訪問 ……………… 8 〜 9

「ここ滋賀」イベントレポート ……………… 10 〜 11  
カメラで巡る 日本遺産 草津・守山・野洲市の旅
琵琶湖とその水辺景観 ―祈りと暮らしの水遺産― ……………… 12 〜 19

C o n t e n t s



2 •

 

　

令
和
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、 

東

京
滋
賀
県
人
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

家
族
共
々
お
変
わ
り
な
き
こ
と
と
拝
察

し
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い

う
こ
と
で
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
滋
賀
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の
交
流
が

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
10
月
、
日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ
こ
滋
賀
」
も
、
既

に
来
客
数
が
50
万
人
を
突
破
し
、
首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
県
の
情
報

発
信
の
場
と
し
て
、
大
い
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
隣
の
髙
島
屋

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
客
足
が
ま
す
ま
す
増
え
て

き
て
い
ま
す
。「
こ
こ
滋
賀
」
事
務
局
の
方
々
も
、
県
内
各
市
町
と

連
携
し
て
、
殆
ど
毎
週
、
各
地
域
の
名
産
品
や
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
ら
れ
、
東
京
滋
賀
県
人
会
を
始
め
と
す

る
関
東
地
区
の
各
県
人
会
が
こ
れ
に
協
力
し
て
会
員
の
動
員
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
滋
賀
県
は
、
テ
レ
ビ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。先
ず
、9
月
30
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」

が
始
ま
り
ま
す
。
信
楽
の
女
性
陶
芸
家
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
戸

田
恵
梨
香
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
で
は
、
明
智
光
秀
が
主
人
公
の
「
麒
麟
が
来
る
」
で
、
こ
れ

ま
た
、
滋
賀
の
各
地
が
舞
台
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、「
こ

こ
滋
賀
」で
は
、「
安
土
城
と
戦
国
の
近
江
」と
題
し
た
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

が
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
近

江
茶
を
和
菓
子
と
と
も
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。大
変
好
評
で
、

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
2
日
（
月
）
に
は
、
首
都
圏
の
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
方
々
が
一

堂
に
会
し
て
親
睦
を
深
め
る
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
集
ま
り
は
、
滋
賀
県
と
東
京
滋
賀
県
人
会
が
主
催
し
、
約

４
０
０
人
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
ぜ
ひ
、
皆
様
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、今
回
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

各
企
業
の
方
々
か
ら
協
賛
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
で
は
、
塚
本
副
会
長
を
塾
頭
に
、
こ
れ
ま

で
8
回
、
各
界
の
著
名
な
方
々
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
7
回
で
は
彦
根
東
高
出
身
の
有
馬 

純
東
大
教
授
に
「
地
球
温
暖

化
問
題
」
に
つ
い
て
、
明
快
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
8
回

で
は
、
映
画
監
督
の
崔 

洋
一
様
か
ら
「
我
が
映
画
人
生
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
初
期
の
頃
か
ら
の
苦
労
話
な
ど
大
変
興
味
深
い
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
演
要
旨
は
東
京
滋

賀
県
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ま
滋
賀
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、
楽
し
く
皆
様
と
の
活
発
な
交
流
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
　

定
期
総
会
の
ご
案
内

　

本
格
的
な
暑
さ
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
皆
様
に
は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
左
記
に
よ

り
令
和
元
年
度
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま

す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
臨
席
賜

り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

と
き
：
令
和
元
年
9
月
2
日
（
月
）

　

定
期
総
会　

15
時
30
分
～
17
時

会
場
：

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
品
川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
４
階

　

バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
４
Ｅ

　

東
京
都
港
区
高
輪
３

－

26

－

33 

　

京
急
第
10
ビ
ル

　

℡　

03
（
５
７
９
３
）
３
５
７
１

ア
ク
セ
ス
／

・
Ｊ
Ｒ
品
川
駅　

高
輪
口
よ
り
徒
歩
1
分

・
京
急
品
川
駅
よ
り
徒
歩
2
分

※
同
封
出
欠
は
が
き
に
て
ご
返
答
く
だ
さ
い
。

※�

今
年
度
は
、
定
期
総
会
後
の
懇
親
会
を
同

日
開
催
の
近
江
ゆ
か
り
の
会
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�

同
封
致
し
ま
し
た
ご
案
内
書
裏
面
の
申
込

書
に
て
、
期
限
迄
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会　

会
長　

静
永
純
一
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「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」

開
催
の
ご
案
内

　

首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
魅
力
体
験
創
造

に
向
け
、
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、「
滋
賀
・
び
わ
湖

ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
及
び
ふ
る
さ
と
滋
賀

の
フ
ァ
ン
つ
く
り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
会
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
、
ご
臨
席
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

と
き
：
令
和
元
年
9
月
2
日
（
月
）

　

18
時
30
分
～
21
時
（
開
場
17
時
30
分
）

会
場
：
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

　

ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
5
階 

プ
リ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

東
京
都
港
区
高
輪
４

－

10

－

30

　

℡　

03
（
３
４
４
０
）
１
１
１
１

会
費
：
お
一
人
様　

１
０
、０
０
０
円　

　
（
20
・
30
歳
代
の
方
は
５
、０
０
０
円
）

内
容
：
受
付
開
始　
　
　
　
　

17
時
30
分

　
　
　

開
会
・
コ
ン
サ
ー
ト　

18
時
30
分

　
　
　

開
宴　
　
　
　
　
　
　

19
時
15
分

主
催
：
滋
賀
県

　

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会

ご報告

月例法要のご案内
毎月第1木曜日（1月・8月を除く）14
時から、滋賀県人会ホールにて行って
おります。是非お越し下さい。

令和元年開催日は、9月5日・10月3日・
11月7日・12月5日です。

善男善女のお申込み
善男善女の縁結び、お写真を承っております。
お気軽にご紹介ご利用下さい。
なお、現在多数のお写真等お預かりしています。お気軽に
ご連絡下さい。
40・50代の出会いも応援しています。 空家バンク

県人会は、滋賀県下の「空
き家」の仲介（無料）を
しています。空き家の所
有者・管理人から「空き
家情報」の申し出を受け、
空き家情報を東京はじめ
周辺の各県人会の会員に
紹介しています。

役員会・物故者法要
令和元年8月22日（木）
役員会　12時～ 14時30分
　　　　東京都中央区日本橋小伝馬町12-9
　　　　滋賀銀行東京支店3階会議室
物故者法要　15時～ 16時
　　　　東京都中央区東日本橋3-6-20　
　　　　グランスイート東日本橋スクウェア205号室
　　　　東京滋賀県人会ホール

ご案内

平成31年度　新年会のご報告
平成31年1月29日（火）、アリス　アクアガーデン　東京
丸の内にて、79名にご参加いただき、盛会に行われま
した。

第31回琵琶湖夢街道大近江展のご報告
平成31年4月10日（水）～ 4月16日（火）
髙島屋日本橋店8階催会場にて開催されました。
多くの会員の方々にお越しいただき、有難うございました。
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク

滋
賀
県
人
会
意
見
交
換
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
滋
賀
県
人
会
で
は
、2
月
18
日
（
月
）

に
浦
和PA

RCO

９
階
会
議
室
で
栃
木
会
長
、
埼
玉
会

長
、
役
員
、
千
葉
役
員
、
神
奈
川
役
員
、
東
京
役
員
に

よ
る
実
務
者
会
合
を
行
い
、
会
員
増
強
の
た
め
の
試
み

や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
討

議
い
た
し
ま
し
た
。

3
月
25
日
（
月
）
に
は
2
月
の
討
議
を
踏
ま
え
、
東

京
滋
賀
県
人
会
事
務
所
で
会
長
を
中
心
と
す
る
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
滋
賀
県
人
会
会
長
会
合
を
開
催
、
千
葉
、
埼
玉
、

東
京
各
会
長
、埼
玉
、神
奈
川
、東
京
各
役
員
が
出
席
し
、

会
員
増
強
策
に
お
け
る
改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

に
伴
う
留
意
す
べ
き
事
項
を
議
論
す
る
と
と
も
に
「
こ

こ
滋
賀
」支
援
や
協
力
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

6
月
26
日
（
水
）
に
武
蔵
浦
和
駅
近
く
の
さ
い
た
ま

市
南
区
区
役
所
の
集
会
室
で
、
滋
賀
県
東
京
本
部
副
本

部
長
、
こ
こ
滋
賀
所
長
、
栃
木
会
長
、
埼
玉
会
長
、
役

員
、
千
葉
役
員
、
神
奈
川
役
員
、
東
京
役
員
に
よ
る
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
滋
賀
県
人
会
実
務
者
会
合
を
行
い
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
協
力
や
県
と
の
関
係
強
化
な
ど
に
つ
い

て
熱
心
に
討
議
い
た
し
ま
し
た
。

甲
賀
流 

お
も
て
な
し 

 

～
こ
こ
滋
賀
か
ら
世
界
へ
～

平
成
31
年
2
月
14
日
（
木
）
に
忍
者
の
里
・
甲
賀

市
と
映
画
「
ア
バ
タ
ー
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名

な
中
国
張
家
界
市
の
友
好
提
携
を
記
念
し
て
、
湖
南

省
同
郷
会
の
皆
様
と
と
も
に
、
滋
賀
県
甲
賀
市
の
豊

か
な
土
壌
で
育
ま
れ
た
地
酒
と
食
事
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
が
、
日
本
橋
「
こ
こ
滋
賀
」 

2
階
レ
ス
ト
ラ
ン

「
日
本
橋 

滋
乃
味
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

甲
賀
市
の
美
味
し
い
お
料
理
と
地
酒
、
中
国
青
島

ビ
ー
ル
を
堪
能
し
な
が
ら
、
甲
賀
市
に
お
越
し
い
た

だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

叙
勲令

和
元
年
5
月
21
日
に
発
令
さ
れ
た
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

当
会
顧
問
の
鷲
見
禎
彦
氏
（
元
日
本
原
子
力
発
電
社
長
）
が
、

旭
日
重
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰守

山
市
出
身
の
児
童
文
学
作
家
国
松
俊
英
氏
が
、

日
本
児
童
文
芸
家
協
会
の
本
年
度
「
児
童
文
芸
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
特
別
賞
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
を
伝
え
る
京
都
新
聞
記
事
を
転
載
し
ま
す
。

（
京
都
新
聞　

令
和
元
年
5
月
25
日
土
曜
日
朝
刊
）

京都新聞　令和元年5月25日
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琵
琶
湖
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

於
：
日
本
橋
「
こ
こ
滋
賀
」 

2
階
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
「
日
本
橋 

滋
乃
味
」

琵
琶
湖
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
3
回
シ
リ
ー
ズ

は
、
平
成
31
年
3
月
2
日
（
土
）、
4
月
20
日
（
土
）、
令

和
元
年
7
月
28
日
（
日
）
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
2
日
（
土
）
の
第
1
回
は
「
琵
琶
湖
は
い
つ
で
き

た

－

地
層
が
伝
え
る
過
去
の
環
境

－

」
と
題
し
総
括
学
芸

員
の
里
口
保
文
氏
が
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
20
日
（
土
）

の
第
2
回
は
「
ゾ
ウ
が
い
た
、
ワ
ニ
も
い
た
琵
琶
湖
の
ほ

と
り
」
を
テ
ー
マ
に
副
館
長
の
高
橋
啓
一
氏
が
お
話
に
な

り
ま
し
た
。
第
3
回
の
7
月
28
日
（
日
）
は
、「
海
を
忘

れ
た
サ
ケ

－

ビ
ワ
マ
ス
の
謎
に
迫
る

－

」（
講
師
：
総
括

学
芸
員
の
桑
原
雅
之
氏
）
で
す
。

首
都
圏
「
甲
賀
忍
者
」

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
【
甲
賀
忍
者
城
伝
説
】

平
成
31
年
2
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）
の
二
日
間
、 

【
甲
賀
忍
者
城
伝
説 Legend of K

O
K

A
 N

inja castle

】

が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
忍
者
新
宿
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
が
注
目
す
る
「
忍
者
」
を
通
じ
て
、甲
賀
市
の
物
産
、

観
光
の
魅
力
を
東
京
か
ら
世
界
へ
発
信
。

甲
賀
市
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
子
供
か
ら
大
人

だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
の
お
客
様
も
楽
し
め
る
内
容
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

湖
国
寮　

平
成
30
年
度
卒
寮
生
壮
行
会

武
蔵
野
市
に
あ
る
（
公
財
）
湖
国
協
会　

湖
国
寮
の
平
成
30
年
度
卒
寮
生
壮
行
会
が
、

平
成
31
年
3
月
3
日
（
日
）、
学
士
会
館
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
13
名
の
寮
生
が
新
た
に
広
い
社
会

に
旅
立
ち
、
県
人
会
有
志
か
ら
卒
寮
生
へ
の

花
束
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
副
会
長
を
塾
頭
に
、
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

知
識
の
向
上
の
支
援
を
目
的
と
し
て
各
界
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
第
７
回
、
第
８
回
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
は
、
亀
喜
工
業
株
式
会
社
の
協
賛
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

県人会の活動

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

　

温
暖
化
問
題
は
難
し
い
。
様
々
な
不
確
実
性
（
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
が
倍
増
し
た
場
合
、
温
度
は
何
度
上
昇
す
る
の
か
。
温
度
上

昇
に
伴
う
損
害
額
は
？　

削
減
コ
ス
ト
は
？　

技
術
開
発
の
ス

ピ
ー
ド
は
？
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
は
コ

ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
温
暖
化
交
渉
は
難
航
。
パ
リ
協
定
か
ら
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
脱
退
を
表
明
。
日
本
は
２
０
３
０
年
に
２
０
１
３

年
比
26
％
減
の
目
標
。
た
だ
し
、
各
国
目
標
を
合
わ
せ
て
も
２
℃

の
目
標
に
は
届
か
な
い
。

　

今
後
、
世
界
の
電
源
構
成
で
石
炭
シ
ェ
ア
の
大
幅
削
減
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
の
シ
ェ
ア
拡
大
が
必
要
。
た
だ
気
候
変
動

は
17
の
国
連
の
持
続
可
能
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
１
つ
で
あ

り
、
他
の
目
標
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
も
あ
る
。
例
え
ば
ア
ジ

ア
で
は
潤
沢
な
石
炭
を
活
用
し
て
貧
困
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る

が
、
石
炭
は
気
候
変
動
に
は
マ
イ
ナ
ス
。
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン

政
権
も
気
候
変
動
問
題
の
た
め
、
炭
素
税
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し

た
が
、「
エ
リ
ー
ト
は
世
界
の
終
り
を
語
る
が
、
自
分
達
に
は
月

末
の
支
払
い
が
問
題
だ
」
と
激
し
い
抵
抗
。

　

日
本
の
今
後
の
政
策
で
は
、
徹
底
的
な
省
エ
ネ
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
加
、
原
子
力
の
維
持
が
基
本
。
特
に
、
他
国
と
比
較
し

て
割
高
な
産
業
用
電
力
料
金
の
引
き
下
げ
が
課
題
。
２
０
５
０
年

は
、
30
％
の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
。
例
え
ば
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭

素
の
回
収
、
貯
留
）、
水
素
技
術
な
ど
。

　

ま
と
め
と
し
て
は
、
費
用
対
効
果
の
高
い
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。（
文
責
：
塚
本 

弘
）

　

最
初
の
映
画
監
督
作
品
、
い
わ
ゆ
る
デ
ビ
ュ
ー
作
は
「
十
階
の

モ
ス
キ
ー
ト
」
で
す
。
先
日
亡
く
な
っ
た
内
田
裕
也
さ
ん
か
ら
夜

中
に
「
頭
に
き
た
か
ら
映
画
を
作
ろ
う
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
提

案
さ
れ
た
企
画
が
警
察
官
が
郵
便
局
強
盗
を
働
く
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
。
裕
也
さ
ん
が
３
日
間
で
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
速
攻
で
読

む
と
言
葉
が
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
。
こ
の
初
稿
を
ベ
ー
ス
に
僕
と
の

共
同
作
業
に
よ
っ
て
脚
本
を
１
週
間
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
映
画
作

り
が
大
変
な
の
は
、
企
画
、
製
作
、
流
通
が
揃
わ
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
。
資
金
集
め
で
、「
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
」
の
製
作
者

の
多
賀
英
典
さ
ん
が
「
裕
也
ち
ゃ
ん
に
は
貸
せ
な
い
が
、
崔
く

ん
に
期
待
す
る
。
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
出
資
だ
よ
」。
キ
ョ
ー

ド
ー
東
京
の
社
長
内
野
二
朗
さ
ん
も
「
こ
の
鋭
い
眼
の
青
年
に
賭

け
て
み
よ
う
」
と
そ
れ
ぞ
れ
、
１
５
０
０
万
円
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
し
っ
か
り
と
権
利
を
確
保
し
、
お
二
人
は
ビ
ジ

ネ
ス
的
に
は
成
功
し
ま
し
た
。
後
で
製
作
会
社
が
の
り
、
全
部
で

４
５
０
０
万
円
の
製
作
費
で
し
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭

に
も
出
品
し
、
川
喜
多
か
し
こ
さ
ん
か
ら
褒
め
ら
れ
た
。
次
の
日

活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
の
「
性
的
犯
罪
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
日

本
人
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
笑
う
の
が
面
白
か
っ
た
。
角
川
春
樹
さ

ん
か
ら
お
声
が
か
か
り
、
赤
川
次
郎
原
作
の
「
い
つ
か
誰
か
が
殺

さ
れ
る
」
を
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
作
を
た
っ
た
２
行
し
か

生
か
さ
な
か
っ
た
の
で
、赤
川
先
生
か
ら
は
試
写
が
終
わ
っ
て「
こ

れ
は
僕
の
作
品
（
原
作
か
ら
の
映
画
化
）
で
は
な
い
ね
」
と
お
小

言
。
沖
縄
の
辺
野
古
を
舞
台
に
し
た
「
友
よ
、
静
か
に
瞑
れ
」
で

は
、
原
作
者
の
北
方
謙
三
氏
か
ら
「
や
っ
た
な
。
ち
ょ
っ
と
俺
が

平
成
31
年
４
月
12
日
（
金
）
18
時
30
分
～
19
時
30
分　

於
：
こ
こ
滋
賀
「
滋
乃
味
」

第
７
回
講
演
会
「
地
球
温
暖
化
問
題
」　　

講
師
：
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授　

有
馬　

純
氏
（
彦
根
東
高
校
出
身
）

令
和
元
年
６
月
４
日
（
火
）
18
時
30
分
～
19
時
30
分

　

於
：
こ
こ
滋
賀
「
滋
乃
味
」

第
８
回
講
演
会
「
我
が
映
画
人
生
」　　

講
師
：
日
本
映
画
監
督
協
会
理
事
長　

崔　

洋
一
氏

有馬　純氏（略歴）
1982年　東京大学経済学部卒業
1982年　通商産業省（現経済産業省）入省
2002年　国際エネルギー機関（IEA）国別審査課長
2006年　資源エネルギー庁国際課長、同参事官等を経て
2008 〜 11年　�大臣官房審議官地球環境問題担当
　　　　　　　COPに過去11回参加
2011 〜 15年　�日本貿易振興機構（JETRO）
　　　　　　　ロンドン事務所長兼地球環境問題特別調査員
2015年8月　東京大学公共政策大学院教授



• 7

負
け
た
感
覚
が
あ
る
」
と
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
残
念
な
の
は
、
最

近
の
日
本
映
画
界
で
は
、
角
川
氏
の
よ
う
な
強
引
で
、
な
お
か
つ

豪
腕
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
。

　

映
画
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
エ
ジ
ソ
ン
は
箱
を
一
人
で
覗
き

込
む
と
動
画
が
見
え
る
も
の
を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の

ル
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
、
列
車
の
到
着
、
工
場
か
ら
出
て
来
る
工
員

な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
せ
て
、
人
々
を
驚
か
せ
た
。
日
本

で
は
１
８
９
６
年
に
は
神
戸
の
上
流
階
級
サ
ロ
ン
で
初
め
て
映
画

が
上
映
さ
れ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
映
画
の
初
期
は
見

世
物
的
な
舞
台
の
記
録
映
画
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
う
ち
、
創
作
性
、

ド
ラ
マ
性
と
と
も
に
作
家
性
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
月
は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
」
は
在
日
コ
リ
ア
ン
を
主
役
に
し

た
作
品
で
す
。
同
時
に
崔
洋
一
の
「
夫
婦
善
哉
」
の
よ
う
な
喜
劇

性
も
含
む
家
族
劇
で
も
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
多
く
の
賞
を
い
た

だ
き
、
観
客
に
は
、
色
々
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
銀

座
を
歩
い
て
い
た
ら
、
こ
の
映
画
を
見
た
で
あ
ろ
う
カ
ッ
プ
ル
が

感
動
し
た
と
話
し
合
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
心
の
そ
こ
か
ら

作
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
香
港
映
画
祭
の
と
き
、「
中
国
人

が
一
番
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
セ
リ
フ
の
と
こ
ろ
で
、
場
内
に

大
歓
声
が
あ
が
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
北
京
で
は
、
字
幕
な
し
で

弁
士
が
ヤ
バ
イ
と
こ
ろ
は
言
わ
な
い
、
セ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
も
あ
は

ん
、
う
ふ
ん
と
い
う
の
が
お
か
し
か
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ

ラ
ン
で
は
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
映
像
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
り
、
時
勢
に

合
わ
な
い
と
当
局
が
判
断
し
た
り
し
て
、
な
ん
と
イ
ラ
ン
で
は

１
０
９
分
の
も
の
が
１
７
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
ワ
イ
の
映

画
祭
で
は
日
系
、
中
国
系
、
韓
国
系
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
人
々
は

大
い
に
笑
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
が
、
20
人
ぐ
ら
い
の
若
い
白

人
達
か
ら
レ
イ
シ
ズ
ム
と
の
抗
議
が
あ
っ
た
。
自
分
は
、
歴
史
の

中
で
、
様
々
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
況
で
も
、
人
間
は
ど
っ
し
り
と

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
描
き
た
か
っ
た
。

　
「
血
と
骨
」
は
、「
月
は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
」
が
エ
ピ
ソ
ー
ド

２
と
す
る
と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
の
よ
う
な
作
品
。
予
告
編
に
あ
る

と
お
り
、
ビ
ー
ト
た
け
し
の
背
中
、
崔
洋
一
の
眼
差
し
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
た
。
ロ
シ
ア
で
の
上
映
で
は
、
と
て
も
好

評
で
、
追
加
的
に
旧
社
会
主
義
時
代
の
公
務
員
団
地
の
中
の
大
き

な
映
画
館
で
の
再
上
映
を
求
め
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
精
神
的

家
父
長
制
度
の
よ
う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
何
故
か
人
気
が
異
常
に
高
く
映
画
館
は
超
満
員
。

　

赤
い
広
場
の
ク
レ
ム
リ
ン
の
壁
前
に
あ
る
、「
復
権
し
た

革
命
家
た
ち
の
墓
」
の
端
に
沢
山
の
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
山
の
よ
う
に
あ
り
、
近
づ
く
と
、
な
ん
と
ス
タ
ー
リ
ン
の

墓
で
あ
っ
た
。
ソ
連
時
代
の
粛
清
執
行
者
に
大
勢
の
人
々
が

献
花
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
り
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
複

雑
な
社
会
状
況
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。

　

最
後
に
一
番
好
き
な
映
画
は
、「
ロ
ー
マ
の
休
日
」。（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
ラ
イ
オ
ン
石
像
の
真
実
の
口
の
シ
ー
ン
を
見

な
が
ら
）
い
わ
ば
、
映
画
の
観
客
が
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
で
、
自

分
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
の
気
分
で
見
て
し
ま
う
。
つ
ま

り
、
映
画
と
は
騙
し
騙
さ
れ
の
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
醍
醐
味
で

も
あ
る
の
だ
。
ダ
ル
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ボ
の
脚
本
が
素
晴
ら
し

い
。
当
時
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
、
赤
狩
り
旋
風
の
最
中
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
で
も
左
で
も
な
い
本
作
品
が
生
ま
れ

た
。
そ
れ
は
、
映
画
人
の
矜
持
と
も
言
え
る
才
能
あ
ふ
れ
る

者
た
ち
こ
そ
、
政
治
主
義
を
乗
り
越
え
て
、
映
画
製
作
の
先

頭
に
あ
る
と
い
う
歴
史
だ
ろ
う
。

　

自
分
の
作
品
を
振
り
返
る
と
、
少
数
派
の
人
々
の
喜
怒
哀

楽
や
フ
ィ
ル
ム
ノ
ワ
ー
ル
（
暗
黒
映
画
）
的
な
も
の
に
関
心

を
持
ち
、
こ
の
社
会
の
イ
ン
と
ア
ウ
ト
の
ギ
リ
ギ
リ
の
世
界

を
見
つ
め
て
来
た
よ
う
に
思
え
る
。（
文
責
：
塚
本 

弘
）

崔　洋一氏（略歴）
1949年、長野県佐久市に生まれる。
東京綜合写真専門学校中退後、照明助手として映画界に入り、
小道具を経て演出部に転向する。1976年、「愛のコリーダ」（大
島渚監督）などの助監督を務め、1983年、「十階のモスキート」
で映画監督デビューを果たす。1993年には、「月はどっちに
出ている」で日本アカデミー賞、報知映画賞など、映画賞を
総なめにする。第8代日本映画監督協会理事長。
主な監督作品には「いつか誰かが殺される」「花のあすか組!」
「友よ、静かに瞑れ」「マークスの山」「刑務所の中」「クイール」
「血と骨」「カムイ外伝」などがある。「モーニングバード」等
にはコメンテーターとして出演しており、社会への辛口コメ
ントでも有名。
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東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京
の
地
の
利
を
活
か
し
海
外
に
滋
賀
県
人
会
の
拠
点
を
置
く

国
々
と
の
交
流
を
図
る
た
め
在
京
大
使
館
巡
り
を
し
て
い
ま
す
。

1
．
近
江
商
人
の
ゆ
か
り
の
地
日
本
橋
に
一
昨
年
出
来
た
「
こ
こ
滋
賀
」
を
紹
介

2
．
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
訪
日
観
光
客
の
受
け
入
れ

3
．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
等
の
観
点
か
ら
、
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的

な
相
互
交
流
を
図
る
地
方
自
治
体
（
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
）
の
用
意

4
．
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
や
留
学
生
の
「
湖
国
寮
」
入
寮
の
お
奨
め

5
．
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
を
柱
と
す
る
交
流

な
ど
で
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
使
館
で
提
案
し
て
来
ま
し
た
。

平
成
31
年
3
月
か
ら
令
和
元
年
7
月
ま
で
に
訪
問
し
た
大
使
館
は
、
次
の
通
り
で
す
。

ペ
ル
ー
大
使
館
…
…
…
…
…
平
成
31
年
3
月
29
日

ド
イ
ツ
大
使
館
…
…
…
…
…
平
成
31
年
4
月
4
日

メ
キ
シ
コ
大
使
館
…
…
…
…
平
成
31
年
4
月
5
日

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
館
…
…
平
成
31
年
4
月
5
日

カ
ナ
ダ
大
使
館
…
…
…
…
…
平
成
31
年
4
月
11
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
…
…
平
成
31
年
4
月
12
日

ア
メ
リ
カ
大
使
館
…
…
…
…
令
和
元
年
5
月
15
日

ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
…
…
…
…
令
和
元
年
5
月
17
日

・
こ
れ
か
ら
の
訪
問
予
定

　
　

フ
ラ
ン
ス
大
使
館　

　
　

イ
ギ
リ
ス
大
使
館　
　

大
使
館
表
敬
訪
問

ペルー大使館にて

ドイツ大使館にて
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アルゼンチン大使館にて

メキシコ大使館にて

アメリカ大使館にて

インドネシア大使館にて

カナダ大使館にてブラジル大使館にて



「ここ滋賀
」は本年10月29日 で2周年！

益々  推します東京滋賀県人会
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● Information/Access

Event

営業時間：
　１F	マーケット・総合案内　10:00～ 20:00
　１F	地酒バー	 平　日／10:00～ 22:00
		  土日祝／10:00～ 21:00
　２F	レストラン	 平　日／ランチ	 11:30～ 14:30（L.O.14:00）
		  　　　　ディナー	17:00～ 22:00（L.O.21:00）
		  土日祝／ランチ	 11:30～ 16:00
		  　　　　カフェ	 14:00～ 17:00（L.O.16:00）
		  　　　　ディナー	17:00～ 21:00（L.O.20:00）
　RF	テラス	 平　日／10:00～ 22:00
		  土日祝／10:00～ 21:00
定休日：年末年始

〒103-0027　東京都中央区日本橋2-7-1
◦東京メトロ・都営地下鉄日本橋駅　
　B6・B8出口からすぐ
◦JR東京駅八重洲北口から徒歩6分

TEL：
　１F	マーケット・地酒バー・総合案内　
　	 03-6281-9871
　２F	レストラン　
　	 03-6281-9872

WEB：http://cocoshiga.jp

■沖島「湖島婦貴（ことぶき）の会」の
　秘伝味噌を堪能する会

近江八幡市の沖合にある沖
島は、およそ250人が暮らす
日本で唯一の淡水湖に浮か
ぶ有人島。島内に住むほと
んどの人が漁業を営まれています。今回は漁協の
女性達からなる「湖島婦貴の会」の皆さんが作る
味噌を「滋賀食べる通信」で特集します。どこに
も販売していない味を堪能してみませんか？

（事前申し込み　定員20名様／参加費1,500円）

日　時：8月24日（土）15:00 ～ 16:00
場　所：ここ滋賀２階「日本橋 滋乃味」
※イベント内容は変更になる可能性があります。

［滋賀食べる通信］
滋賀の美味しい食材のストーリーを紹介する情報誌を食
材と共にお届けする定期購読便（季刊）です。情報誌の
バックナンバー（１冊500円）は「ここ滋賀」１階でも
ご購入いただけます。
※情報誌と食材のセットは　3,000円（送料込み）。ご
関心のある方は「滋賀食べる通信」ホームページ（https://
shigataberu.com）からお申し込みください。

Event

■「ここ滋賀」開設2周年キャンペーン・イベント

「ここ滋賀」は、令和元年10月29日に開設２周年
を迎えます。
日頃ご愛顧いただいている皆様への感謝の気
持ちを込めて、10月下旬から11月上旬にかけ
て２周年記念キャンペーンを開催いたします
ので、この機会にぜひ「ここ滋賀」にお越し
ください。

【２周年関連イベント】
ここ滋賀イチオシFood
開催日：令和元年10月26日（土）予定
場　所：ここ滋賀２階「日本橋 滋乃味」
内　容：県内の料理人・生産者とコラボし、
　　　　滋賀の“食”を伝えるイベント。
　　　　ここ滋賀２周年を記念した一夜限りの
　　　　スペシャルディナーをご提供します。
※�イベントの日時および内容は変更になる可能性があ

ります。

このほか、11月3日には、「ここ滋賀」に隣接す
る東京日本橋タワー イベントスペースでの催
事も開催予定です。詳細は後日「ここ滋賀」ホー
ムページやFacebookなどでお知らせします。



「ここ滋賀
」は本年10月29日 で2周年！

益々  推します東京滋賀県人会
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夏本番の暑さを快適に過ごすための滋賀の商品
をピックアップ。
ぜひ「ここ滋賀」でお買い求めください。

●近江扇子 琵琶湖オオナマズ
　3,240円（税込）
300年以上の伝統を誇る、扇
骨の産地安曇川の特産品「近
江扇子」づくりはすべて手
作業。涼し気な絵柄で暑い
夏のお供にぴったりです。

●かぼスッキリ
　1,566円（税込）
日本酒にカボスの果汁をたっぷ
りと加えたリキュール。生き生
きとした酸味と程よい甘さで、
すっきりとした夏らしい味わい
です。

●あさみや茶スイーツ抹茶葛餅
　（5個入り）
　1,080円（税込）
1200年の伝統の味と香り、日本
五大銘茶の「朝宮茶」と吉野本
葛を使用した濃厚抹茶あんの葛
餅。お抹茶の香りとつるつるの
食感をお楽しみください。

●滋賀の恵みパーティープラン（3,500円～）
ここ滋賀２階のレストラン「日本橋 滋乃味」では、暑い
夏でもスマートに、上質な大人のひとときをお楽しみい
ただけるパーティープランをご用意いたしました。夏が
旬のお魚、ビワマスを贅沢に姿焼きにした一品をはじめ、
近江牛や滋賀野菜など滋賀県の食材が盛りだくさんの内
容となっております。
※ビワマス、近江牛は5,000円のコースからお楽しみいただけ
　ます。
※飲み放題のご利用は＋1,500円～です。

いま滋賀.JP
でアクセス！

一般社団法人東京滋賀県人会がたちあげたホームページです。

売り手よし、買い手よし、世間よし。
いまの滋賀を、知ろう、学ぼう、そして繋がろう。

いま滋賀 検索
https：//imashiga.jp/

●カフェタイム
「日本橋 滋乃味」では、土・日・祝日の午後、滋賀の銘菓
や軽食などが楽しめるカフェタイムを営業中です。鮒ず
しの「飯（いい）」を生地に練り込んだデザート「テ飯ラ
ミス」など、滋賀らしさが随所に光るメニューと日本橋
の風景を楽しみながら、休日のひと時をゆったり過ごし
てみませんか。
※カフェ営業時間：
　土日祝日　14:00 ～ 17:00
　（ラストオーダー 16:00）
※イベント開催時はカフェ営業を
　お休みさせていただきます。

レストラン
マ ー ケ ッ ト
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◎
大
津
市
：

・
水
と
祈
り
の
文
化
：
延
暦
寺
、
日
吉
大
社
、

西
教
寺
、
園
城
寺
（
三
井
寺
）、
建
部
大
社
、

浮
御
堂
（
満
月
寺
）

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
石
山
寺

カメラで巡る 
日本遺産 草津・守山・野洲市の旅

森岡　進一（近江八幡市出身）

琵琶湖とその水辺景観
   ―祈りと暮らしの水遺産―

文
化
庁
の
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
文
化
財
を
繋
ぎ
、
そ
の
価
値
や
魅

力
を
伝
え
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
観
光
振
興
に
生
か
そ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
滋
賀
県
か
ら
は
「
び
わ
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
―
祈
り
と
暮
ら
し

の
水
遺
産
―
」
が
２
０
１
５
年
４
月
に
第
一
弾
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
１
６
～
１
７
年
に
構
成
文
化
財
の
追
加
認
定
が
あ

り
、
認
定
地
域
（
大
津
市
・
高
島
市
・
長
浜
市
・
米
原
市
・
彦
根
市
・

東
近
江
市
・
近
江
八
幡
市
）、
構
成
文
化
財
29
件
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
旅
は
、２
０
１
８
年
４
月
に
追
加
認
定
さ
れ
た
、草
津
市
・
守
山
市
・

野
洲
市
の
構
成
文
化
財
７
件
を
巡
る
旅
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
追
加
認

定
で
琵
琶
湖
沿
岸
10
市
が
関
わ
る
こ
と
と
な
り
構
成
文
化
財
は
36
件

で
、
ビ
ワ
イ
チ
の
よ
う
に
琵
琶
湖
を
取
り
巻
く
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
ど
う
に
も
滋
賀
が
好
き
で
す
。
下
り
の
新
幹
線
が
伊
吹

山
を
過
ぎ
近
江
が
開
け
て
く
る
と
、
心
躍
り
胸
ワ
ク
ワ
ク
嬉
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
カ
メ
ラ
と
一
緒
に
琵
琶
湖
を
一
周
し
て
み
ま
す
。

琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観

―
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
―

穢
れ
を
除
き
、
病
を
癒
す
も
の
と
し
て

祀
ら
れ
て
き
た
水
。
仏
教
の
普
及
と
と
も

に
東
方
に
あ
っ
て
は
、瑠
璃
色
に
輝
く「
水

の
浄
土
」
の
教
主
・
薬
師
如
来
が
広
く
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
琵
琶
湖
で
は
、「
水

の
浄
土
」
を
臨
ん
で
多
く
の
寺
社
が
建
立

さ
れ
、
今
日
も
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
暮
ら
し
に
は
、
山
か

ら
水
を
引
い
た
古
式
水
道
や
湧
水
を
使
い

な
が
ら
汚
さ
な
い
ル
ー
ル
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
湖
辺
の
集
落
や
湖
中
の
島
で
は
、

米
と
魚
を
活
用
し
た
鮒
ず
し
等
の
独
自
の

食
文
化
や
エ
リ
等
の
漁
法
が
育
ま
れ
ま
し

た
。
多
く
の
生
き
物
を
育
む
水
郷
や
水
辺

の
景
観
は
、
芸
術
や
庭
園
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
水
と
人

の
営
み
が
調
和
し
た
文
化
的
景
観
と
し

て
、
多
く
の
現
代
人
を
惹
き
つ
け
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
日
本
人
の
高
度
な
「
水

の
文
化
」の
歴
史
が
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

延
暦
寺
根
本
中
堂

西
教
寺
本
堂

建
部
大
社
神
門

石
山
寺
本
堂

日
吉
大
社
西
本
宮

園
城
寺
金
堂

満
月
寺
浮
御
堂

２
０
１
８
年
ま
で
の
構
成
文
化
財
29
件
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小鮎と鮒ずし

エリ漁とヤナ漁

小川の思子淵神社の覆い屋

乙女ヶ池と太鼓橋

松原下屋敷庭園

玄宮楽々園

彦根城

湖岸の石積み（海津）
竹生島

白髪神社

生水の郷のカバタ（針江）

菅浦集落とウマ

三島池と伊吹山

五個荘金堂あきんど通り

地蔵川沿いの醒井宿永源寺

朝日郷の八幡神社伊庭集落の水路

曲谷の石臼階段

伊崎寺の竿飛びとエリ

沖島

長命寺の諸堂

近江八幡の水郷巡り

◎
高
島
市
：

・
水
と
祈
り
の
文
化
：
シ
コ
ブ
チ
信
仰
、白
髭
神
社

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
大
溝
の
水
辺
景
観
、
高

島
市
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
、
高
島
市
海
津

･

西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観

◎
長
浜
市
：

・
水
と
祈
り
の
文
化
：
竹
生
島

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
菅
浦
の
湖
岸
集
落
景
観

◎
米
原
市
：

・
水
と
祈
り
の
文
化
：
伊
吹
山
西
麓
地
域
、
朝
日

豊
年
太
鼓
踊
及
び
伊
吹
山
麓
の
太
鼓
踊
と
奉
納

神
社
、
醒
井
宿

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
東
草
野
山
村
景
観

◎
近
江
八
幡
市
：

・
水
と
祈
り
の
文
化
：
伊
崎
寺
、
長
命
寺

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
沖
島
、近
江
八
幡
の
水
郷

◎
彦
根
市
：

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
彦
根
城
、玄
宮
楽
々
園
、旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷（
お

浜
御
殿
）
庭
園

◎
東
近
江
市
：

・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
：
五
個
荘
金
堂
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、

伊
庭
の
水
辺
景
観
、
永
源
寺
と
奥
永
源
寺
の
山
村
景
観

◎
琵
琶
湖
の
伝
統
漁
法
と
食
文
化
：

・
伝
統
漁
法
：
オ
イ
サ
デ
漁
、
ヤ
ナ
漁
、
エ
リ
漁

・
滋
賀
の
食
文
化
財
：
湖
魚
料
理
、
鮒
ず
し
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草
津
市
は
、
東
部
丘
陵
地
か
ら
流
れ
る
複
数

の
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
・
三
角

州
等
、
肥
沃
な
複
合
沖
積
平
野
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
西
部
地
域
は
、
美
し
い
琵
琶
湖
に
面

し
、
豊
か
な
水
と
水
田
と
が
優
れ
た
田
園
景
観

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
草
津
市
の
歴
史
は
古

く
、
琵
琶
湖
岸
周
辺
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
社

会
的
・
経
済
的
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
遺
跡
・
遺
物
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
他
、

東
部
丘
陵
地
を
中
心
に
ほ
ぼ
市
全
域

に
古
墳
の
分
布
が
見
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
東
海
道
及
び
中
山
道
の
分
岐
・

合
流
点
に
位
置
す
る
草
津
市
は
、
中

世
に
お
け
る
宿
駅
の
設
置
以
来
、
交

通
の
要
衝
と
し
て
多
く
の
旅
人
達
で

賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
湖
岸
に
お
い

て
も
、
志
那
、
山
田
、
矢
橋
の
港
が
、

湖
国
に
お
け
る
水
運
の
要
衝
と
し
て

明
治
初
期
ま
で
栄
え
、
水
陸
と
も
に

重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

芦
浦
観
音
寺
は
、
天
台
宗
「
大
慈

山
観
音
寺
」
と
称
し
、
本
尊
は
十
一
面
観
世
音

菩
薩
で
秘
仏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寺
暦
は
古
く

聖
徳
太
子
の
開
基
・
秦は
た
の
か
わ
か
つ

河
勝
が
創
建
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
名
刹
で
、
１
４
０
８
（
応
永
15
）
年

に
京
の
普
勧
寺
の
僧
歓
雅
の
入
寺
に
よ
り
中
興

し
、
現
在
の
城
郭
形
式
の
表
門
は
こ
の
頃
以
降

に
出
来
た
も
の
と
云
わ
れ
ま
す
。
当
寺
が
歴
史

上
重
要
な
役
割
を
担
う
の
は
、
中
興
か
ら
数
え

７
代
目
住
職
の
慶
順
が
織
田
信
長
か
ら
琵
琶
湖

の
水
運
権
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
湖
上
管
船
奉
行
と
し
て
現
在
の
大
津
市

観
音
寺
町
に
代
官
所
を
置
き
、
７
世
慶
順
か
ら

13
世
朝
ち
ょ
う
し
ゅ
ん

舜
ま
で
の
７
代
１
１
１
年
間
に
亘
り
ま

す
。
戦
国
時
代
以
降
、
代
々
琵
琶
湖
の
船
奉
行

を
務
め
、
湖
上
交
通
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

石
垣
や
土
塁
を
配
す
る
等
、
城
郭
を
思
わ
せ
る

特
異
な
寺
の
形
を
し
、
境
内
全
体
が
堀
で
囲
わ

れ
、
堀
は
水
路
で
琵
琶
湖
へ
と
繋
が
る
等
、
水

と
暮
ら
し
が
密
着
す
る
往
時
の
姿
を
今
に
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
阿
弥
陀
堂
は

１
５
５
３
（
天
文
22
）
年
京
の
普
勧
寺
よ
り
、

書
院
は
１
６
８
５
（
貞
享
２
）
年
野
洲
市
の
永

原
御
殿
（
徳
川
将
軍
専
用
の
宿
泊
休
憩
所
と
し

て
街
道
沿
い
に
造
ら
れ
た
御
殿
で
す
。
近
江
に

は
永
原
・
伊
庭
・
水
口
・
柏
原
の
４
箇
所
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
）
か
ら
移
築
さ
れ
た
と
云
わ
れ

ま
す
。「
近
江
の
正
倉
院
」
と
呼
ば
れ
多
く
の

草
津
市
・
守
山
市
・
野
洲
市
の
構
成
文
化
財
７
件

城郭の様な表門土塁

堀

書院 阿弥陀堂

芦
浦
観
音
寺�

水
遺
産
区
分
：
水
と
暮
ら
し
の
文
化　

住
所
：
草
津
市
芦
浦
町
３
６
３‒

１

交
通
：
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
下
車
西
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
か
ら
す
ま
半
島
行
「
芦
浦
」
下
車
徒
歩
５
分

寺
宝
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
し
た
時
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
の
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
春
で
し
た
。
草
津
市
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
が
協
力
し
て
お
ら
れ

丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
庭
園
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
（
２
年
間
の
学
習
成
果
を
地
域
の
活
動

等
に
生
か
せ
る
よ
う
シ
ニ
ア
が
学
ぶ
場
）
園
芸

学
科
の
人
達
が
手
入
れ
さ
れ
、
江
戸
前
期
に
造

ら
れ
た
古
典
椿
の
朴ぼ
く

伴ば
ん

「
観
音
椿
」
も
復
活
さ

れ
ま
し
た
。
重
文
阿
弥
陀
堂
の
屋
根
が
台
風
で

破
損
し
て
い
ま
し
た
が
早
く
修
復
さ
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

・
文
化
財
：【
国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
】

観
音
寺
阿
弥
陀
堂
・
観
音
寺
書
院
【
国
指
定

史
跡
】
芦
浦
観
音
寺
跡

・
立
ち
寄
り
所
：
琵
琶
湖
博
物
館
、
水
生
植
物

公
園
み
ず
の
森
、
道
の
駅
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

か
ら
す
ま
、
ロ
ッ
ク
ベ
イ
ガ
ー
デ
ン

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
近

世
初
期
に
か
け
て
全
国
的
に
流
行
を
見
た
風
ふ
う
り
ゅ
う流

囃は
や
し
も
の
物
と
楽
器
編
成
等
が
類
似
す
る
も
の
で
、
下

笠
の
踊
り
子
の
衣
装
に
１
６
８
８
（
貞
享
５
）

年
の
年
号
が
墨
で
書
か
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
江
戸
時
代
初
期
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
芸

能
の
変
遷
を
示
し
地
域
的
に
も
特
色
を
持
っ
た

重
要
な
民
俗
芸
能
で
す
。
湖
上
交
通
の
要
衝
で

あ
る
志
那
港
に
通
ず
る
集
落
で
琵
琶
湖
に
流
れ

る
水
の
管
理
を
行
う
水
利
共
同
体
と
し
て
、
室

町
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
祭
り
で
す
。
地

域
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
水
を
敬
い
、
そ
の
水

の
恵
み
か
ら
得
ら
れ
る
農
作
物
を
守
る
た
め
疫

病
や
災
い
等
を
追
い
払
い
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま

す
。
地
域
で
水
と
共
に
祈
り
と
暮
ら
し
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

草
津
市
内
の
踊
り
は
、
矢
倉
の
立
木
神
社
、

下
笠
町
の
老
杉
神
社
、
志
那
町
の
志
那
神
社
、

志
那
中
町
の
惣
社
神
社
、
志
那
町
吉
田
の
三
大

神
社
、
片
岡
町
の
印
岐
志
呂
神
社
、
長
束
町
の

春
日
神
社
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
５
月
３
日
に

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
祭
礼
の
時
に
神
輿
に
随
行

す
る
等
し
て
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
踊
り
は

少
年
や
青
年
等
が
楽
器
を
持
っ
て
簡
単
な
踊
り

を
行
い
、
そ
の
周
囲
を
笹
や
扇
子
等
の
採
り
物

を
持
っ
た
者
が
、
こ
れ
を
取
り
囲
み
囃
し
歌
う

草
津
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り�

交
通
：
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
下
車
西
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
か
ら
す
ま
半
島
行
「
下
出
」
下
車
徒
歩
５
分

水
遺
産
区
分
：
水
と
祈
り
の
文
化

住
所
：（
老
杉
神
社
）
草
津
市
下
笠
町
１
１
９
６　

他
、
草
津
市
内
各
所
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老杉神社拝殿

本殿前のサンヤレ踊り

参弥礼踊保存会

太鼓打ち、太鼓受け

サンヤレ踊り

も
の
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
短
い
詞
を
繰
返
す
歌

詞
の
中
に
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
囃は
や
し
こ
と
ば

子
詞
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
踊
り
の
名
称
の
由
来
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
語
源
は
、「
幸
あ
れ
」

の
転て
ん

訛か

と
も
、
ま
た
「
参さ

ん

弥や

礼れ

」（
参
は
参
る
、

弥
は
ま
す
ま
す
の
繁
栄
、
礼
は
礼
儀
を
尽
く

す
）
を
意
味
す
る
と
も
、「
疫
神
祓
い
」（「
サ

ン
」
は
さ
あ
、「
ヤ
レ
」
は
祓
え
）
を
指
す
等
と
、

諸
説
あ
り
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

踊
り
手
の
持
つ
楽
器
は
、
太
鼓
、
笛
、
摺す
り

鉦が
ね

、
羯か

つ

鼓こ

、
摺す

り

サ
サ
ラ
、
小
太
鼓
等
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。下
笠
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
楽
器
の
他
に
、
鉦
し
ょ
う
も
んが
つ
く
な
ど
最

も
豊
富
で
す
。
踊
り
は
、
踊
り
手
一
行
が
２
列

縦
隊
で
進
行
し
、
踊
り
場
に
至
る
と
、
そ
の
両

列
が
時
に
向
か
い
合
わ
せ
と
な
っ
た
り
、
時
に

コ
の
字
型
を
描
い
た
り
し
な
が
ら
、
短
い
踊
り

を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。
そ
の
踊
り
の
列
の
中

央
に
太
鼓
打
ち
と
太
鼓
受
け
が
位
置
し
、
太
鼓

受
け
が
太
鼓
を
持
っ
て
逃
げ
る
よ
う
に
振
舞

い
、
こ
れ
を
太
鼓
打
ち
が
追
い
か
け
て
打
ち
ま

す
。私

達
が
見
学
し
た
下
笠
町
参
弥
礼
踊
保
存
会

の
人
の
話
し
で
は
、
練
習
開
始
は
２
月
末
か
ら

で
、
楽
器
と
役
者
の
踊
り
の
厳
し
い
稽
古
を
重

ね
て
い
く
そ
う
で
す
。
古
来
、
地
区
居
住
の
男

性
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
数
確
保
が
難

し
い
地
区
に
よ
っ
て
は
、
女
性
も
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
文
化
財
：【
国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
】

老
杉
神
社
本
殿
、
志
那
神
社
本
殿
【
国
指
定

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
】
草
津
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り

・
立
ち
寄
り
所
：
国
指
定
史
跡
草
津
宿
本
陣
、

草
津
宿
街
道
交
流
館
、立
木
神
社（
１
２
５
０

余
年
の
歴
史
を
誇
る
滋
賀
県
随
一
の
古
社
）、

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
１
０
０
選
（
広
重
草

津
宿
）、
惣
社
神
社
・
三
大
神
社
・
志
那
神

社
（
藤
の
花
の
名
所
で
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
時

期
に
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
）、
忍
者
弁

当
（
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
、（
株
）日
本

旅
行
は
滋
賀
県
草
津
市
に
て
創
業
者
の
南
新

助
が
、
地
域
の
人
々
に
高
野
山
詣
、
伊
勢
神

宮
参
拝
の
世
話
を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
南
新
助
の
家
業
は
、
現
在
も
弁
当
の

製
造
販
売
等
を
し
て
い
る
老
舗
「
南
洋
軒
」

守
山
市
は
、
野
洲
川
の
下
流
に
広
が
る
沖
積

平
野
で
、
豊
か
な
水
と
肥
沃
な
大
地
の
恩
恵
に

よ
り
、
古
の
時
代
か
ら
栄
え
て
き
ま
し
た
。
近

江
で
い
ち
早
く
稲
作
文
化
を
取
り
入
れ
、「
国

史
跡
下
之
郷
遺
跡
」
や
、
近
江
南
部
の
國く
に

の
中

枢
と
し
て
倭
国
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
「
国
史
跡
伊
勢
遺
跡
」
な
ど
、
多
く
の
遺

跡
が
連
な
り
「
弥
生
遺
跡
の
銀
座
通
り
」
と
云

え
る
所
で
す
。
ま
た
、
近
世
に
中
山
道
の
宿
場

が
、
周
辺
農
村
地
域
の
市
場
と
し
て
守
山
宿
が

大
い
に
発
展
し
ま
し
た
。
守
山
宿
の
町
家
文
化

と
そ
れ
を
支
え
た
周
辺
農
村
文
化
が
市
の
特
性

で
す
。

赤
野
井
の
地
は
、
浜
街
道
と
佐
々
木
街
道
が

通
り
、「
浜
」
に
は
港
が
あ
り
大
津
へ
の
船
便

や
米
蔵
が
あ
り
ま
し
た
。
諏
訪
家
北
側
の
釈
迦

堂
横
に
は
「
閼
伽
井
」
池
が
あ
り
ま
す
。

農
村
文
化
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
大
庄
屋
屋

敷
は
、
天
神
川
に
架
か
る
石
橋
を
渡
り
土
塀
を

右
に
見
な
が
ら
表
門
を
潜
る
と
、
正
面
に
悠
々

た
る
構
え
の
主
屋
と
書
院
が
あ
り
、
か
っ
て
賓

客
が
訪
れ
た
茶
室
や
池
泉
回
遊
式
庭
園
等
が
あ

る
こ
の
屋
敷
は
江
戸
時
代
の
建
物
と
云
わ
れ
、

当
主
諏
訪
家
の
歴
史
は
更
に
古
く
、
応
仁
の
乱

後
の
１
４
９
１
（
延
徳
３
）
年
に
、
信
州
よ
り

諏
訪
左
近
将
監
長
春
が
当
地
に
入
り
、
現
在
の

諏
訪
家
の
祖
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。以
降
、

諏
訪
家
は
地
域
一
帯
の
有
力
者
と
し
て
、
江
戸

時
代
に
は
庄
屋
取
締
役
「
大
庄
屋
」
と
し
て
農

民
の
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
諏
訪
家
屋
敷

の
前
に
は
川
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は

船
が
往
来
出
来
る
程
の
水
深
が
有
り
、
琵
琶
湖

か
ら
直
接
行
き
来
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
敷

地
に
は
堀
と
舟
入
が
残
り
、
水
運
盛
ん
な
往
時

の
姿
を
今
に
留
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
帯
に

は
地
名
と
な
る
川
端
（
カ
バ
タ
）
も
あ
り
ま
す
。

・
立
ち
寄
り
所
：
赤
野
井
東
西
別
院
（
真
宗
本

願
寺
派
と
大
谷
派
の
２
か
寺
が
あ
り
、
蓮
如

上
人
所
縁
の
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
）、
守
山
市
近
江
妙
蓮
公
園
・
近
江
妙
蓮

資
料
館
（
妙
蓮
は
、
紅
花
で
一
茎
に
数
多
く

の
花
を
付
け
、
花
弁
数
は
、
２
千
～
８
千
枚

に
も
達
し
非
常
に
美
し
い
花
で
す
。
守
山
市

の
市
の
花
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
か

ら
６
百
年
も
の
間
、
田
中
家
及
び
地
元
の

人
々
に
よ
っ
て
守
り
育
て
て
き
た
貴
重
な
蓮

で
す
）

大
庄
屋
諏
訪
家
屋
敷�

水
遺
産
区
分
：
水
と
暮
ら
し
の
文
化　

住
所
：
守
山
市
赤
野
井
町
１
７
１
番
地
１

交
通
：
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
下
車
西
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
「
赤
の
井
別
院
」
下
車
徒
歩
３
分

で
す
。
忍
者
弁
当
は
手
裏

剣
型
の
お
に
ぎ
り
に
草
津

名
物
う
ば
が
も
ち
や
滋
賀

県
名
産
海
老
豆
煮
等
を
盛

り
つ
け
た
昔
な
が
ら
の
幕

の
内
弁
当
で
草
津
駅
に
て

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
）
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琵琶湖へ続く水路

舟入り

大庄屋諏訪家屋敷

下新川神社 かんこの舞い

書院

茶室

５
月
５
日
に
下
新
川
神
社
の
春
の
例
大
祭

「
近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
・
長
刀
振
り
の
鮒
ず

し
切
り
の
神
事
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
由
緒
に
よ

る
と
崇す

神じ
ん

天
皇
の
第
一
皇
子
豊と

よ
き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

城
入
彦
命
が
東

国
平
定
の
途
中
湖
西
よ
り
こ
の
地
に
お
い
で
に

な
っ
た
時
、
こ
の
地
を
「
幸さ

津づ

川
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
村
人
達
が
鮒
ず
し
を
献

上
し
た
の
が
祭
り
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
す
し
切
り
神
事
は
、
朝
廷
の
料
理
法
を

確
立
さ
せ
た
と
云
う
清
和
四
条
流
の
「
包
丁

式
」
の
作
法
を
色
濃
く
伝
え
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
伝
わ
る
祭
式
法
記
に
則
り
、
宮
司
と
自
治
会

長
が
座
す
中
、
当
番
組
の
若
者
２
人
が
裃
姿
で

動
作
を
揃
え
て
、
鮒
ず
し
に
は
一
切
触
れ
る
こ

と
な
く
、
真ま

魚な

箸ば
し

と
包
丁
で
鮒
ず
し
を
切
り
分

け
、
神
饌
と
し
て
神
に
献
上
し
ま
す
。
そ
の

後
、
宮
司
以
下
来
賓
に
振
舞
わ
れ
ま
す
。
祭
式

で
は
拝
殿
前
に
並
ん
だ
神
輿
の
担
ぎ
手
が
、
盛

ん
に
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
鮒
ず
し
と
伴
に
供
さ
れ
る
大

き
な
お
椀
の
お
神
酒
の
量
が
半
端
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
か
っ
て
の
す
し
切
り
役
は
、
そ
の
年
に

元
服
を
迎
え
た
長
男
し
か
出
来
な
い
と
云
う
し

き
た
り
が
あ
り
ま
し
た
。
湖
国
の
伝
統
食
鮒
ず

近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
・
長
刀
振
り
の
鮒
ず
し
切
り
の
神
事

水
遺
産
区
分
：
水
と
祈
り
の
文
化　

住
所
：（
下し
も
に
い
か
わ

新
川
神
社
）守
山
市
幸
津
川
町
１
３
５
６
番
地　

交
通
：
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
下
車
西
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
小
浜
線「
下
新
川
神
社
」下
車

し
が
、
祭
事
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
宮
司

退
席
の
後
、
拝
殿
前
で
は
五
穀
豊
穣
、
子
孫
繁

栄
を
祈
願
す
る
「
諌か
ん

鼓こ

の
舞
い
」
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。

近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
・
長
刀
振
り
は
、
琵

琶
湖
湖
南
の
守
山
市
の
下
新
川
神
社
や
小
津
神

社
、
甲
賀
市
の
滝
樹
神
社
、
竜
王
町
の
杉
之
木

神
社
や
八
坂
神
社
、
東
近
江
市
の
高
木
神
社
や

山
部
神
社
や
旭
野
神
社
等
に
古
く
か
ら
伝
承
さ

れ
て
い
る
祭
礼
芸
能
で
ケ
ン
ケ
ト
と
い
う
名
称

が
こ
の
地
域
独
特
な
も
の
で
特
色
あ
る
芸
能
で

す
。
大
太
鼓
を
打
ち
、
そ
の
周
り
で
鉦
・
サ
サ

ラ
・
棒
そ
の
他
の
役
の
者
が
囃
し
た
り
踊
っ
た

り
す
る
ケ
ン
ケ
ト
と
、長
刀
を
振
り
回
し
た
り
、

柄
の
真
ん
中
を
掴
み
長
刀
を

飛
び
越
し
た
り
、
長
刀
を
放

り
投
げ
た
り
す
る
長
刀
振
り

と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
神
社
の
春
祭
り
の
神
輿
に

供
奉
し
て
本
社
や
御
旅
所
そ

の
他
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
宮
座
の
行
事
と
し
て
執

り
行
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
た

り
、
鮒
ず
し
切
り
の
神
事
や

花
奪
い
神
事
と
併
せ
て
行
わ

れ
て
い
る
所
も
あ
っ
た
り
、

或
い
は
ケ
ン
ケ
ト
と
言
う
囃

し
言
葉
の
他
に
サ
ン
ヤ
レ
と

囃
し
て
い
る
所
が
あ
る
等
、

各
地
そ
れ
ぞ
れ
に
細
部
に
お

い
て
相
違
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
近
世
初
期
に
流
行
を

み
た
風
流
踊
り
の
流
を
く
む

も
の
と
も
、
田
楽
と
関
わ
り

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
芸
能
の
変

革
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
形
態
が

変
容
し
な
い
現
在
に
お
い
て
詳
細
な
記
録
を
作

成
し
、
芸
能
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
し
て
「
国
指
定
記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
文
化
財
：【
国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
】

小
津
神
社
本
殿

・
立
ち
寄
り
所
：
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
お
う
み
ん
ち
本
店
（
滋
賀
県
最
大
級

の
直
売
所
で
地
域
食
材
バ
イ
キ
ン
グ
も
楽
し

め
ま
す
）、
佐
川
美
術
館
（
不
思
議
な
外
観

の
美
術
館
）

鮒ずし切り神事鮒ずし切り神事
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日本遺産の認定証帆柱観音厨子

薬師如来と日光／月光菩薩

慈眼寺本堂

長刀振りの衣装

小津若宮神社参道の桟敷

小津若宮神社

天
台
宗
「
住
吉
山
興
福
院
慈じ

眼げ
ん

寺じ

」
と
称
し
、

縁
起
に
よ
る
と
本
尊
の
十
一
面
観
音
「
帆
柱
観

音
」
は
、伝
教
大
師
最
澄
の
自
作
と
伝
え
ら
れ
、

そ
の
由
来
は
８
０
４
（
延
暦
23
）
年
、
最
澄
は

天
台
法
華
宗
の
修
学
の
た
め
唐
へ
留
学
、
翌
年

多
く
の
経
典
を
携
え
て
船
で
帰
路
の
途
中
、
海

上
で
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
帆
柱
も
折
れ
、
今

に
も
沈
没
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

最
澄
が
十
一
面
観
音
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
、
尊

像
が
海
上
に
現
れ
、
風
波
が
平
穏
に
な
り
、
無

事
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
澄
は

帰
国
後
、
航
海
安
全
の
結
縁
と
し
て
、
折
れ
た

帆
柱
で
海
上
に
出
現
さ
れ
た
十
一
面
観
音
像
を

自
ら
刻
ん
で
、
帆
柱
観
音
と
名
付
け
ら
れ
、
小

堂
を
建
立
し
、寺
名
を
慈
眼
寺
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
延
暦
寺
焼
き
討
ち
の
時
、
伽
藍
も
兵

火
に
か
か
っ
て
焼
失
し
、
本
尊
も
所
在
不
明
に

な
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
明
神
の
お
告
げ

に
よ
っ
て
本
尊
が
林
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
慈
眼

寺
が
再
建
さ
れ
、
吉
身
西
町
・
中
町
・
東
町
の

３
町
の
人
達
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

１
７
２
３
～
３
４
（
享
保
８
～
19
）
年
に
編

纂
さ
れ
た
『
近
江
輿
地
志
略
』
に
よ
る
と
、
当

時
、
慈
眼
寺
に
は
帆
柱
観
音
を
安
置
す
る
堂
の

他
に
、
薬
師
堂
、
如
意
輪
堂
、
地
蔵
堂
等
の
諸

堂
が
存
在
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
薬

師
如
来
像
は
、
損
傷
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
よ
り
保
存
修
理
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
慈
眼
寺
の
本
堂
も
長
年
に

わ
た
る
風
雪
で
傾
き
瓦
屋
根
が
落
下
す
る
な
ど

倒
壊
の
危
険
が
あ
り
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
地
元
住
民
が
集
ま
り
本
堂
改
築
委
員
会
を
立

ち
上
げ
再
建
の
為
の
募
金
を
集
め
ま
し
た
。
改

修
工
事
は
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
完
成
し
、

修
復
さ
れ
た
仏
像
が
寺
に
戻
り
ま
し
た
。
帆
柱

観
音
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
地
元
の
ご
夫
妻
が
紙
芝

居
を
作
っ
て
子
供
達
に
伝
え
て
い
ま
す
。
地
元

の
人
達
が
集
ま
れ
る
催
し
や
境
内
の
整
備
等
、

自
治
会
の
人
達
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

本
尊
の
秘
仏
「
帆
柱
観
音
」
は
、
航
海
安
全

に
利
益
の
あ
る
仏
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
薬
師
如
来
坐
像
も
海
神
で
あ
る
住

吉
神
と
の
か
か
わ
り
、
水
の
世
界
の
救
主
と
し

て
水
の
祈
り
の
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

慈
眼
寺�
水
遺
産
区
分
：
水
と
祈
り
の
文
化　

住
所
：
守
山
市
吉
身
１
丁
目
７
番
30
号

交
通
：
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
下
車
徒
歩
10
分

本
堂
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
文
化
財
保
護

課
迄
（
０
７
７
―５
８
２
―１
１
５
６
）
事
前

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

・
文
化
財
：【
市
指
定
文

化
財
】
木
造
薬
師
如
来

像
、
木
造
日
光
菩
薩
、

木
造
月
光
菩
薩
、
鬼
瓦

・
立
ち
寄
り
所
：
旧
中
山

道
守
山
宿
の
町
並
（
守

山
宿
町
家
う
の
家
、
本

陣
跡
、
中
山
道
街
道
文

化
交
流
館
、
東
門
院
、

土
橋
、
今
宿
一
里
塚
）

守
山
は
、
古
く
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。１
９
０
２（
明

治
35
）
年
か
ら
天
皇
陛
下
へ
ホ
タ
ル
の
献
上
が

始
ま
り
、
守
山
の
ホ
タ
ル
は
有
名
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
に
は
、

ホ
タ
ル
祭
り
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
京
阪
神
か
ら

多
く
の
人
々
が
列
車
に
乗
っ
て
守
山
を
訪
れ
ま

し
た
。
更
に
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
は

ホ
タ
ル
の
発
生
地
と
し
て
第
一
号
の
天
然
記
念 

物
の
指
定
地
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
経
済
の

発
展
と
と
も
に
生
活
排
水
、
工
場
排
水
、
農
薬

等
が
、
ホ
タ
ル
の
生
息
場
所
で
あ
る
水
路
を
汚

し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
守
山
に
は
明
治
時

代
よ
り
ホ
タ
ル
を
売
り
買
い
す
る
ホ
タ
ル
問
屋

が
あ
り
、
ホ
タ
ル
を
乱
獲
し
続
け
ま
し
た
。
こ

う
し
た
色
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
、
守
山
か
ら

ホ
タ
ル
は
姿
を
消
し
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年

に
は
天
然
記
念
物
の
指
定
を
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

守
山
の
湧
水
と
ホ
タ
ル�

交
通
：
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
下
車
西
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
杉
江
循
環
「
市
民
ホ
ー
ル
前
」
下
車
徒
歩
２
分

水
遺
産
区
分
：
水
と
暮
ら
し
の
文
化

住
所
：（
ほ
た
る
の
森
資
料
館
）
守
山
市
三
宅
町
10
番
地　

他
守
山
市
内
各
所
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資料館の水路

ゲンジボタル

守善寺前

三津川公園

江西湧水

ほたるの森資料館

野
洲
市
は
、
旧
中
主
町
と
旧
野
洲
町
が
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。
野
洲
川
、
日
野
川
等
で
形

成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
野
洲
川
右
岸
の
扇
状
地

に
は
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
平
坦
な
三
角
州
は

農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湖

岸
周
辺
に
は
吉
川
緑
地
公
園
、
ビ
ワ
コ
マ
イ
ア

ミ
ラ
ン
ド
、
マ
イ
ア
ミ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

等
の
自
然
公
園
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
立
地
し
て

い
ま
す
。
更
に
は
、多
数
の
銅
鐸
が
出
土
し「
銅

鐸
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
、
他
に
も
古
墳
群
や

こ
の
様
な
時
代
背
景
の
守
山
に
南
喜
市
郎
と

云
う
人
物
が
い
ま
し
た
。
喜
市
郎
は
１
８
９
６

（
明
治
29
）
年
に
守
山
町
に
生
ま
れ
、
旧
滋
賀

県
立
八
幡
商
業
高
校
を
卒
業
後
、
家
業
の
醤
油

製
造
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
青
年
団
長
の

時
、
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
元
大
阪
毎
日
新

聞
社
社
長
が
守
山
を
訪
れ
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

研
究
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
研
究
に
没
頭

し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
が
カ
ワ
ニ
ナ
を
食

す
る
こ
と
を
発
見
し
、
日
本
で
初
め
て
室
内
飼

育
に
成
功
し
、
ホ
タ
ル
の
保
護
活
動
に
も
力
を

入
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
、
現
在
の
守
山
の

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
復
活
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

守
山
市
で
は
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
ま
ち
守

山
と
な
る
よ
う
な
河
川
環
境
づ
く
り
「
ホ
タ
ル

の
よ
み
が
え
る
街
づ
く
り
事
業
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
鳩
の
森
公
園
内
や
人
工
河
川
や
市
内

各
所
の
河
川
で
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
公
的

な
場
所
を
選
択
し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫

の
放
流
も
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

「
ホ
タ
ル
の
住
む
ま
ち　

ふ
る
さ
と
守
山
」
が

開
始
。
ま
た
「
ほ
た
る
の
森
資
料
館
」
も
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
「
守

山
市
ほ
た
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
市
民
や
市
民
団
体
も
市
内
の
河
川
の
定
期

的
な
水
質
調
査
や
清
掃
活
動
、
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ

の
作
成
等
に
取
組
ん
で
、
市
内
の
河
川
に
も
ホ

タ
ル
が
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
頃
か
ら
再
び

飛
翔
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
流
部
が
風
化
し
や
す
い
花
崗
岩
で
出
来
た

野
洲
川
は
、中
流
部
を
過
ぎ
た
石
部
辺
り
か
ら
、

川
の
水
は
か
な
り
の
量
が
地
下
に
潜
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
伏
流
水
」
と
呼
び
ま
す
。

湧
水
と
な
っ
て
地
上
に
現
れ
る
の
が
、
ち
ょ
う

ど
守
山
附
近
で
す
。
こ
の
地
に
残
る
「
吉
身
」

「
住
吉
」「
浮
気
」
の
地
名
等
は
、「
良
い
水
」「
澄

ん
だ
水
」「
水
気
が
浮
き
漂
う
」
か
ら
付
け
ら

れ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

守
山
市
の
ホ
タ
ル
の
特
別
保
護
区
域
は
、
市

民
運
動
公
園
内
ホ
タ
ル
河
川
で
す
。
指
定
保
護

区
域
は
、
河
西
川
・
ミ
ソ
ウ
チ
川
・
目
田
川
・

鳩
の
森
公
園
内
ホ
タ
ル
河
川
・
石
関
川
（
金
森

自
治
会
館
付
近
）・
金
森
川
と
三
津
川
（
三
津

川
公
園
・
東
門
院
・
守
山
駅
前
郵
便
局
裏
・
守

善
寺
前
）・
吉
川
・
今
宿
川
（
勝
部
神
社
附
近
）・

伊
勢
戸
川
・
吉
身
川
・
守
山
川
（
浮
気
Ｊ
Ｒ
ガ
ー

ド
下
）・
立
入
町
集
落
河
川
等
が
あ
り
ま
す
。

５
月
18
～
26
日
守
山
ほ
た
る
パ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー

ク
が
開
催
さ
れ
、
土
・
日
曜
日
に
は
エ
コ
バ
ス

が
無
料
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
語
源
は

「
火
垂た

る
」「
星
垂た

る
」
と
云
わ
れ
ま
す
。
儚
く

美
し
い
ホ
タ
ル
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

・
文
化
財
：【
重
要
文
化
財
建
造
物
】
勝
部
神

社
本
殿
、
東
門
院
石
造
五
重
塔
、
最
明
寺
石

造
五
重
塔
、
懸
所
金
森
御
坊
石
造
懸
所
宝
塔

・
立
ち
寄
り
所
： 

守
山
市
ほ
た
る
の
森
資
料
館
、

た
ね
や
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
守
山
玻
瑠
絵
館
（
英

国
の
田
園
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
洋
複
合

店
）、
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
ａ
ｆ
é
（
世
界
が

注
目
の
守
山
の
薔
薇
農
園「
Ｒｏ
ｓ
ｅ 

Ｆａ
ｒ
ｍ 

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
」の
わ
ば
ら
に
気
軽
に
触
れ
る

事
が
出
来
る
カ
フ
ェ
で
す
。
薔
薇
の
花
弁
で

作
る
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い
メ
ニ
ュ
ー
が

楽
し
め
ま
す
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
マ
サ
コ
は
、

こ
こ
の
育
種
家
国
枝
啓
司
氏
が
１
９
９
３
年

に
作
出
し
ま
し
た
。
１
オ
ー
ダ
ー
で
、
わ
ば

ら
１
輪
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
）

兵
主
大
社
と
八
ケ
崎
神
事�

水
遺
産
区
分
：
水
と
祈
り
の
文
化　

住
所
：
野
洲
市
五
条
５
６
６

交
通
：
Ｊ
Ｒ
野
洲
駅
下
車
北
口
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス
「
兵
主
大
社
前
」
下
車
徒
歩
５
分
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お
わ
り
に

滋
賀
は
、
お
祭
り
の
宝
庫
で
す
。
５
月
の
連
休

だ
け
で
も
、
し
が
ら
き
駅
前
陶
器
市
、
日
野
祭
、

草
津
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
、
筑
摩
神
社
の
鍋
冠
ま
つ

り
、
三
輪
神
社
の
泥
鰌
祭
り
、
丹
生
神
社
の
ち
ゃ

わ
ん
祭
り
、
佐
々
木
神
社
の
竹
馬
祭
、
大
溝
祭
、

伊
庭
の
坂
下
し
、
篠
田
の
花
火
、
馬
路
石
邊
神
社

の
豊
年
踊
り
、
大
荒
比
古
神
社
の
七
川
祭
、
ケ
ン

ケ
ト
祭
り
、
す
し
切
り
祭
、
兵
主
祭
り
等
が
あ
り

ま
す
。

出
来
る
だ
け
多
く
の
祭
り
を
見
よ
う
と
出
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
祭
り
に
は
、
老
若

男
女
の
地
域
の
人
達
が
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、
地
域

の
風
土
に
根
差
し
た
伝
承
や
風
習
等
、
貴
重
な
地

域
の
歴
史
が
多
く
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
ま

し
た
。
祭
り
は
、「
子
供
達
の
成
長
過
程
の
通
過

儀
礼
・
青
年
達
の
卓
越
し
た
技
の
見
せ
合
い
」
等

で
、
華
や
か
で
楽
し
み
の
多
い
も
の
に
思
わ
れ
ま

し
た
。

近
江
の
先
人
達
が
残
し
た
「
水
と
祈
り
の
文

化
・
水
と
暮
ら
し
の
文
化
」
は
、
私
達
が
未
来
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
行
く
の
か
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
る
宝
と
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、

食
文
化
と
し
て
ず
っ
と
培
っ
て
き
た
歴
史
は
、
食

材
が
と
て
も
美
味
し
い
か
ら
で
す
。
こ
の
美
味
し

い
食
材
を
現
在
で
途
絶
え
さ
せ
ず
に
、
次
世
代
に

も
味
わ
っ
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。
自
然
体
で
が

つ
が
つ
せ
ず
地
道
に
頑
張
る
地
域
の
出
会
っ
た
人

達
、
滋
賀
が
益
々
素
敵
に
見
え
る
よ
う
諸
事
情
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
ず
人
と
自
然
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
大
切
な
琵
琶
湖
や
文
化
を

守
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
参
考
資
料
）

・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
資
料

・
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
・
長
刀
振
り
の
鮒
ず
し
切
り

の
神
事
（
下
新
川
神
社
神
事
保
存
会
）

・
市
佛
も
り
や
ま
（
守
山
市
仏
教
会
発
行
）

兵主大社本殿 楼門 兵主大社庭園

璽に納められた御神体

八ヶ崎神事

神
社
仏
閣
な
ど
豊
富
な
歴
史
・
文
化
遺
産
に
恵

ま
れ
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

兵
主
大
社
は
、
野
洲
駅
か
ら
北
約
４
㎞
の
五

条
に
鎮
座
し
ま
す
。
創
建
１
３
０
０
年
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
神
社
で
、
祭
神
は
大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
（
別

名
：
八や

千ち

矛ほ
こ

之の

神か
み

）
で
す
。
こ
の
神
は
大
津
市

の
日
吉
大
社
か
ら
亀
に
乗
っ
て
琵
琶
湖
を
渡

り
、
鹿
に
乗
っ
て
神
社
に
来
ら
れ
た
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
世
に
は
、「
兵
主
」
を
「
つ
わ

も
の
ぬ
し
」
と
読
む
こ
と
に
よ
り
、
武
士
の
厚

い
信
仰
を
得
ま
し
た
。
中
で
も
源
頼
朝
・
足
利

尊
氏
に
よ
る
神
宝
の
寄
進
や
社
殿
造
営
が
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
徳
川
将
軍
家
か
ら
社
領
の

寄
進
や
厚
い
保
護
を
受
け
ま
し
た
。
広
大
な
境

内
の
社
殿
南
側
に
広
が
る
庭
園
は
、
平
安
時
代

後
期
の
作
と
云
わ
れ
る
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
苔

や
紅
葉
等
が
大
変
美
し
く「
国
指
定
史
跡
名
勝
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
、
台
風
の
被
害
に

よ
り
現
在
復
旧
作
業
中
で
す
。

兵
主
大
社
の
伝
統
行
事
「
八
ケ
崎
神
事
」
は
、

毎
年
12
月
８
日
に
行
わ
れ
、
御
神
体
と
伴
に
宮

司･

氏
子
は
、
大
社
近
く
の
新
川
か
ら
小
船
で

約
４
㎞
離
れ
た
マ
イ
ア
ミ

浜
へ
移
り
ま
す
。

宮
司
は
、
琵
琶
湖
へ
２

度
入
水
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

約
１
０
０
ｍ
の
沖
ま
で
歩

き
ま
す
。
１
回
目
は
玉
串

を
奉
じ
、
２
回
目
は
璽し
る
しに

納
め
ら
れ
た
御
神
体
を
手

に
、
ご
神
体
を
湖
の
水
で

清
め
ま
す
。
神
職
が
水
中

に
肩
ま
で
浸
か
っ
て
洗
い

清
め
る
神
事
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
鎮
座
さ
れ
た
由
緒
を
伝
承
す
る
と
同
時

に
、宮
司
が
ご
神
体
を
奉
じ
て
琵
琶
湖
に
入
り
、

御
神
威
の
再
生
を
願
う
神
事
で
す
。

ま
た
、毎
年
５
月
５
日
に
行
わ
れ
る
例
祭（
兵

主
祭
り
）
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
約
30
基
の

神
輿
渡
り
が
圧
巻
で
す
。
各
氏
子
か
ら
神
輿
や

太
鼓
に
よ
り
参
道
で
行
わ
れ
、
一
の
鳥
居
か
ら

出
発
し
太
鼓
橋
を
渡
り
朱
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
ま

で
約
３
０
０
ｍ
の
距
離
を
賑
や
か
に
大
行
列
が

進
み
ま
す
。
勇
ま
し
い
大
人
神
輿
や
太
鼓
、
可

愛
い
子
供
神
輿
、
担
ぎ
手
や
打
ち
手
が
女
性
ば

か
り
の
あ
や
め
太
鼓
や
あ
や
め
神
輿
、「
ヨ
イ

サ
ー
」「
チ
ョ
イ
ト
サ
ー
」
の
掛
け
声
が
印
象

的
で
し
た
。

・
文
化
財
：【
国
宝
建
造
物
】
御
上
神
社
本
殿
、

大
笹
原
神
社
本
殿

・
立
ち
寄
り
所
：
銅
鐸
博
物
館
（
野
洲
市
歴
史

民
俗
博
物
館
、
市
内
で
出
土
し
た
弥
生
時
代

の
祭
器
（
楽
器
）
の
銅
鐸
が
展
示
、
日
本
最

大
の
銅
鐸
も
あ
り
）・
弥
生
の
森
歴
史
公
園
、

三
上
山（
近
江
富
士
）、家や
な

棟む
ね

川が
わ

エ
コ
遊
覧
船
、

祇
王
寺
（
平
家
物
語
所
縁
の
地
）



水
�土
�風
�緑
�

そ
し
て
人
�

湖
国
が
育
む
�

味
と
文
化

水
�土
�風
�緑
�

そ
し
て
人
�

湖
国
が
育
む
�

味
と
文
化

八幡堀の初夏

長浜店：滋賀県長浜市元浜町 11-27　TEL.0749-62-6115
本　店：滋賀県近江八幡市東川町866-1　TEL.0748-37-4325

近
江
牛
の
歴
史
は
�

文
明
開
化
の
こ
ろ
に

始
ま
り
ま
す
�

わ
た
し
た
ち
﹁
毛
利
志
満
﹂
は

そ
の
当
時
か
ら
�

近
江
牛
と
と
も
に

歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
�

す
ぐ
れ
た
風
土
と
人
に
よ
�
て

育
ま
れ
る
最
上
の

近
江
牛
か
ら

わ
た
し
た
ち
は
�

こ
れ
か
ら
も

湖
国
の
味
と
文
化
を

築
い
て
い
き
ま
す
�

近
江
牛
の
歴
史
は
�

文
明
開
化
の
こ
ろ
に

始
ま
り
ま
す
�

わ
た
し
た
ち
﹁
毛
利
志
満
﹂
は

そ
の
当
時
か
ら
�

近
江
牛
と
と
も
に

歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
�

す
ぐ
れ
た
風
土
と
人
に
よ
�
て

育
ま
れ
る
最
上
の

近
江
牛
か
ら

わ
た
し
た
ち
は
�

こ
れ
か
ら
も

湖
国
の
味
と
文
化
を

築
い
て
い
き
ま
す
�





林 光：
宮沢賢治の詩によるソングアルバム《岩手軽便鉄道の一月》
寺島陸也：
合唱劇《かなしみはちからに、～宮澤賢治 未来への手紙～》

びわ湖ホール声楽アンサンブル東京公演vol.11

びわ湖ホール声楽アンサンブル
第69回定期公演 2019年9月14日（土）14：00開演

［滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール］東京公演 vol.11 と同じプログラムでお届けします。

一般 3,000円
青少年（25歳未満） 1,500円
【全席指定・税込】

■料　　　　 金 一般 4,000円　青少年（25歳未満） 2,500円　【全席指定・税込】  
■チケット取り扱い・
　お問い合わせ

びわ湖ホールチケットセンター  Tel.077-523-7136　チケット発売中

東京文化会館チケットサービス　Tel.03-5685-0650  インターネット窓口　https://www.t-bunka.jp/
インターネット・チケット受付　https://www.biwako-hall.or.jp/
（10：00～19：00 火曜日休館、休日の場合は翌日。8月13日（火）～18日（日）は休館）

2019年9月16日月・祝
14：00開演
東京文化会館 小ホール

びわ湖ホール声楽アンサンブル
BIWAKO HALL VOCAL ENSEMBLE

宮沢賢治の詩に林 光と寺嶋陸也がそれぞれ作曲した作品を
寺嶋陸也自身の指揮でお贈りします。
びわ湖ホール専属の声楽家による演奏でお楽しみください。

指揮・ピアノ：寺嶋陸也　演出：しま まなぶ　クラリネット：草刈麻紀　ピアノ：斎木ユリ

（10：00～19：00）
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お問合せは

近
江
の
こ
だ
わ
り
栽
培
『
榮
米
』

『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』

榮農場
滋 賀 県 栗 東 市 蜂 屋 720-2
T E L  0 7 7 - 5 5 2 - 0 3 5 3  
h t t p : / / s a k a e f a r m . j p /

榮米おかき 
焼塩マヨネーズ味　100ｇ入り 350円（税別）
青のり七味味　100ｇ入り 350円（税別）

『
の
ぞ
ま
れ
る
も
の
を

　
　
　
　
　
の
ぞ
む
か
た
に
…
』



安心の2食付き!

健康
安全
セキュリティも２４H！

家具家電もついてる！

経済的

入寮生
募集

東京 学び
湖国寮学びをささえる
こ こく りょう

家賃

6.5万円2食付き
室料 40,000円＋　　　25,000円給食費

カードで24H
安心

セキュリティ完備

便利

約10分
徒歩

JR中央線 三鷹駅まで

栄
養
も
ボ
リュ

ーム
もたっぷり！ 人気の寮

ご
は
ん
♪

湖国寮 検 索検 索www.kokokuryo.com

公益財団法人 湖国協会 
TEL.FAX 0422-55-1135

お
問
合
せ

首都圏へ進学（大学・専門学校）予定の皆さんへ
滋賀県出身者以外も入寮可能



〒140-0003 東京都品川区八潮3-3-9 ＴＥＬ．03-5755-1611 ＦＡＸ．03-3799-1502



湖南地域

木浜県有地
所在地：守山市木浜町地先
面 積：
横江地区
所在地：守山市横江町地先
開発可能面積： 農地

⑤栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋地区事業用地
所在地：栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋
分譲面積： 〔 区画〕
⑥東部地区工業用地（ ・ ゾーン）
所在地：栗東市六地蔵地先
面積： 【山林】

所在地：湖南市石部口
開発可能面積：

甲賀地域

東近江地域

仮称 甲賀北地区工業団地
所在地：甲賀市甲賀町鳥居野
開発面積：
分譲可能面積約

湖東地域

滋賀竜王工業団地
所在地：竜王町岡屋地先
分譲面積： 〔 区画 〕

鳥居平工業団地
所在地：日野町鳥居平 地先
分譲面積： 〔 区画 〕

所在地：愛荘町愛知川地先 他
事業用地 ヵ所 ： ～

湖北地域

所在地：米原市米原地先
事業用地： 〔 区画〕

湖西地域

①所在地：高島市マキノ町西浜地先
開発可能面積： 農地

②所在地：高島市安曇川町南船木地先
開発可能面積： 農地

滋賀県の産業用地、その他企業立地に関するお問い合わせは

滋賀県企業誘致推進室 まで
ＴＥＬ ０７７（５２８）３７９２ ／ＦＡＸ ０７７（５２８）４８７６

検 索滋賀企業立地

所在地：甲良町池寺地先
用地面積： ～

滋賀大津工業団地
所在地：大津市関津先
面 積： ［ 区画］

③

④

⑫

⑬

⑩ ⑪

⑨

⑦

①

②

⑧

⑤

滋賀県内の主な事業用地（ご紹介可能用地及び計画中の用地）

大津地域

⑥




